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中間期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

  最近の業績動向等を踏まえ、平成 17 年 8 月 19 日に公表した連結業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知

らせいたします。 
記 

 
１．中間期連結業績予想数値（日本基準）の修正（平成17年4月1日～平成17年9月30日） 

                                    （単位：百万円 ％） 
 営 業 収 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益 
前回発表予想   （Ａ） 25,144 4,062 4,450 
今回修正予想   （Ｂ） 28,387 5,217 4,989 
増 減 額 （Ｂ－Ａ） 3,243 1,155 539 
増 減 率  （％） 12.9 28.4 12.1 
（ご参考）前中間期実績 
（平成17年3月期） 20,813 4,770 6,054 

 
２.修正の理由 

当中間期の連結業績につきましては、連結子会社であるニッシン債権回収㈱（東京証券取引所マザーズ市場：

8426）において下期に計画していた買取不動産の売却が当中間期に発生したこと（詳細は平成17年9月20付の同

社プレスリリース参照）に加え、同じく連結子会社であるＮＩＳ不動産㈱において下期に計画していた販売用不動

産の売却が当中間期に発生したことにより、前回発表の予想数値を上回る見通しとなったため、中間期の営業収益、

経常利益・中間純利益を上記のとおり修正するものであります。 

なお、個別の当中間期の業績につきましては、概ね計画通りの見込みであります。 

 

３．その他 

 連結および個別の通期業績予想数値につきましては、現在集計中であり、11 月 7 日の中間決算発表時に公表さ

せていただきます。 

 

４．将来予測に関する記述について 
本資料には、当社グループの意図、信念、現在および将来の予測、又は連結、個別の業績、財務状況に関する経

営陣の意図、信念、現在および将来の予測に関する記述が収録されております。記載されている歴史的事実以外の

将来に関する全ての記述につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した予測であります。かか

る将来予測に関する記述は、将来の業績を保証するものではなく、潜在的なリスクや不確実性を伴うものであり、

実際の業績は様々な要因により将来予測に関する記述とは大きく異なる可能性がありますのでご留意ください。 

 

 

 



実際の業績に影響を与えうる潜在的なリスクや不確実性を伴う要因には、以下のようなものが含まれます。 

 

・経済環境の悪化 

・大手金融機関、ＩＴ企業等の参入による顧客獲得競争の激化 

・業界全般及び当社グループに対するネガティブな報道、不祥事の影響 

・日本国内又は米国の法律による規制に伴う影響並びに新たな法令の施行及び法改正の影響 

・債務者保護を目的とした法的手段の多様化及び法改正の影響 

・資金調達先及び調達金利に係る資金調達環の変化による影響 

・当社グループの利用する情報、基幹システム及びネットワークシステムの信頼性 

・代表取締役社長及びその親族等による重要な決議に対する影響力 

・営業資産ポートフォリオに与える経済環境の影響 

・投資に係る市場環境の変化による影響 

・戦略的提携および合弁事業を成功、維持させる能力 

 

ただし、業績に影響を与えうる要因はこれらに限定されるものではなく、リスクや不確実な要素には、将来の出

来事から発生する重要かつ予測不可能な影響等によって、新たなリスクや不確実な要素が発生する可能性がありま

す。 

 

以上 


